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国管理河川の水位状況
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平成30年9月台風24号による
高潮・大雨の概要（近畿管内）



9月30日
18時

台風
21号

台風
24号

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

累加レーダ雨量
（9/29 0:00～10/1/ 0:00）

福知山地点（由良川）
累加雨量 ２１６mm
※降り始めからの総雨量

大台ヶ原地点（紀の川）
累加雨量 ５３１mm
※降り始めからの総雨量

辻地点（奈佐川）
累加雨量 ２２４mm
※降り始めからの総雨量

豊岡地点（円山川）
累加雨量 １７７mm
※降り始めからの総雨量

桐原２地点（相野谷川）
累加雨量 ３６３mm
※降り始めからの総雨量

名張地点（名張川）
累加雨量 ６６mm
※降り始めからの総雨量

2

台風24号による高潮・大雨[平成30年9月29日～10月1日]の概要
平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

台風進路（２４号、２１号）

大阪

潮位観測所

気象庁（大阪湾内）

９月３０日 １８：００

天気図 台風２４号

台風２１号

９月４日 １２：００

潮位（大阪観測所）台風21号 TP+329cm（2018/9/4）

第2室戸台風 TP+293cm（1961/9/16）

台風24号

○９月２９日から１０月１日にかけて、近畿全域で激しい雨が降り、降り始めからの雨量では、多いところで近畿南部で約５３０ミリ、
近畿中部で約６０ミリ、近畿北部で約２２０ミリを超過。

○台風２４号は、高潮による既往最高潮位を記録した前回の台風２１号と気圧・風速が同規模であったが、コースが異なったため、
偏差が小さく、高潮注意報基準以下の潮位を観測。



国管理河川の水位状況
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国管理及び府県管理河川の水位状況



国管理河川の水位状況

大滝ダム

揖
保
川

加
古
川

大和川

紀の川

熊野川

淀川

宇治川
桂川

木津川

瀬田川

野洲川

北川

円山川

由良川

川上ダム（機）

大戸川ダム

猪
名
川

猿谷ダム

天ケ瀬ダム
高山ダム（機）

青蓮寺ダム（機）
室生ダム（機）

布目ダム（機）
比奈知ダム（機）

一庫ダム（機）

日吉ダム（機）

九頭竜川

真名川ダム

九頭竜ダム

足羽川ダム

１．河川出水状況（直轄河川）
●計画高水位超過＜１河川＞

新宮川水系
相野谷川（高岡水位観測所）

●避難判断水位超過＜３河川＞
円山川水系

円山川（立野水位観測所）
奈佐川（宮井水位観測所）

由良川水系
由良川（福知山水位観測所）

●氾濫注意水位超過＜３河川＞
淀川水系

名張川（名張水位観測所）
円山川水系

出石川（弘原水位観測所）
由良川水系

由良川（綾部水位観測所）
●水防団待機水位超過＜８河川＞

新宮川水系
熊野川（成川水位観測所）
市田川（下田水位観測所）

紀の川水系
紀の川（三谷、五條水位観測所）
貴志川（貴志水位観測所）

淀川水系
木津川（岩倉水位観測所）

加古川水系
加古川（国包水位観測所）
万願寺川（万願寺水位観測所）

北川水系
北川（高塚水位観測所）

：河川 ：ダム ：建設中ダム

（機）：（独）水資源機構ダム

※数値等は速報値ですので、
今後の精査等により変更する場合があります。 4

凡例

計画高水位超過

氾濫注意水位超過

水防団待機水位超過

避難判断水位超過

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



府県管理河川の水位状況（氾濫危険水位を超過した河川）

台風２４号に伴う大雨により、府県管理河川のうち氾濫危険水位（避難勧告発令等の目安）を超過した河川は、６府県で１５
水系２１河川となった。

河川出水状況（府県管理河川）

○三重県＜2河川＞
【新 宮 川水系】板屋川、木津川

○滋賀県県＜2河川＞
【淀 川 水 系】姉川、天野川

○京都府＜12河川＞
【由良川 水 系】土師川、牧川、犀川
【川上谷川水系】川上谷川
【佐濃谷川水系】佐濃谷川
【福田川 水 系】福田川
【筒 川 水 系】筒川
【大手川 水 系】大手川
【宇 川 水 系】宇川
【野田川 水 系】野田川
【竹野川 水 系】竹野川
【伊佐津川水系】伊佐津川

○兵庫県＜3河川＞

【矢田川水 系】矢田川、湯舟川
【佐津川水 系】佐津川

○奈良県＜1河川＞

【紀 の 川水系】紀の川

○和歌山県＜1河川＞
【新 宮 川水系】熊野川

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 5

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



国管理河川の水位状況
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施設状況



ダムによる洪水調節状況

○国土交通省管理の４ダムのうち２ダムにて洪水調節実施。
○水資源機構管理の７ダムのうち３ダムにて洪水調節実施。
○府県管理の４６ダムのうち、福井県、奈良県、兵庫県、滋賀県、和歌山県、

三重県が管理する１４ダムにて洪水調節実施。

※数値等は速報値ですので、
今後の精査等により変更する場合があります。 7

凡例
国土交通省管理ダム
水資源機構管理ダム
県管理ダム

日吉ダム（淀川水系桂川）
ひよし

桝谷ダム（九頭竜川水系桝谷川）
ますたに

切目川ダム（切目川水系切目川）
きりめがわ

笹生川ダム（九頭竜川水系真名川）
さそうがわ

広野ダム（九頭竜川水系日野川）
ひろの

九頭竜ダム（九頭竜川水系九頭竜川）
くずりゅう

天理ダム（大和川水系布留川）
てんり

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

高山ダム（淀川水系名張川）
たかやま

椿山ダム（日高川水系日高川）
つばやま

七川ダム（古座川水系古座川）
しちかわ

与布土ダム（円山川水系与布土川）
よふど

牛内ダム（三原川水系三原川）
うしうち

諭鶴羽ダム（三原川水系諭鶴羽川）
ゆづるは

大日ダム（三原川水系大日川）
だいにち

生野ダム（市川水系市川）
いくの

滝川ダム（淀川水系滝川）
たきかわ

大滝ダム（紀の川水系紀の川）
おおたき

宇曽川ダム（淀川水系宇曽川）
うそがわ

室生ダム（淀川水系宇陀川）
むろう



国管理河川における排水機場操作状況

⑥
⑦

⑪
⑩

■排水機場操作運転状況一覧
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⑤

①

〇国管理の排水機場25施設のうち
12施設について、ポンプ排水を実施

④

③
②

⑫

⑧

⑨

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合
があります。

年月日 時刻 年月日 時刻
総排水量
（千ｍ3）

① 淀川 淀川 淀川 毛馬排水機場 H30.9.30 17:57 H30.9.30 23:53 5,029

② 淀川 淀川 宇治川 久御山排水機場 H30.10.1 5:11 H30.10.2 1:24 193

③ 淀川 淀川 木津川 八幡排水機場 H30.10.1 2:28 H30.10.1 19:28 14

④ 淀川 淀川 山科川 大島排水機場 H30.9.30 18:30 H30.10.1 1:10 167

⑤ 豊岡 円山川 円山川 豊岡排水機場 H30.9.30 1:29 H30.10.2 5:13 997

⑥ 豊岡 円山川 円山川 八条排水機場 H30.9.30 18:47 H30.10.1 23:53 197

⑦ 豊岡 円山川 円山川 六方排水機場 H30.9.30 6:43 H30.10.1 19:45 4,594

⑧ 豊岡 円山川 円山川 八代排水機場 H30.9.30 20:27 H30.10.1 7:47 1,148

⑨ 豊岡 円山川 円山川 城崎排水機場 H30.9.30 21:25 H30.10.1 6:50 242

⑩ 福知山 由良川 由良川 荒河排水機場 H30.9.30 20:29 H30.10.1 15:55 820

⑪ 福知山 由良川 由良川 法川排水機場 H30.9.30 21:25 H30.10.1 14:00 214

⑫ 福知山 由良川 由良川
弘法川緊急排水
ポンプ設備

H30.9.30 21:04 H30.10.1 8:07 199

操作・運転状況

閉操作/ﾎﾟﾝﾌﾟ始動 開操作/ﾎﾟﾝﾌﾟ停止No. 事務所名 水系名 河川名 施設名

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞
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○淀川では、台風21号に引き続き、非常に強い台風24号による高潮被害が予想されたことから、「国道２号淀川大橋、国道４３号
伝法大橋、阪神なんば線淀川橋梁」の陸閘（防潮扉）を閉鎖。

○また、大阪市内を高潮被害から防ぐため大阪府三大水門 （安治川水門、尻無川水門、木津川水門）を閉鎖し、あわせて寝屋川
の水位が上昇を防ぐため、毛馬排水機場において、寝屋川の水を淀川へ最大約330m3/sの排水を実施。

○なお、台風24号は、台風21号より偏差が小さく潮位が上がらなかったため、今回も大阪湾からの浸水被害を回避。

淀川陸閘（防潮扉）、三大水門・毛馬排水機場の操作状況
平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

6:10 7:30 8:50 10:10 11:30 12:50 14:10 15:30 16:50 18:10 19:30 20:50 22:10 23:30 0:50 2:10 3:30 4:50

台風２１号時潮位（９／４）

台風２４号時潮位（９／３０）

毛馬排水機場

安治川水門

木津川水門

尻無川水門

淀川大堰 毛馬排水機場【国】（S58改築）

安治川水門【府】

9/4 13:40頃9/4 13:40頃 三大防潮水門【府】（S45完成）

① 高潮

高潮

高潮

①

①

②閉

②閉

②閉

②寝屋川
水位上昇

③寝屋川
水位下降

③排水 330m3/s

⑤開

⑤開

⑤開

→ ④排水停止

高潮

淀川大堰

＜大阪府三大水門と毛馬排水機場の稼働実績＞
①高潮警報発表（9/30 13:14）→②三大水門 閉鎖完了（9/30 17:52）→
③毛馬排水機場運転開始（9/30 17:57）→④毛馬排水機場運転停止（9/30 23:53） →
⑤三大水門 開放完了（10/1 0:14）

淀川大橋

阪神なんば線
淀川橋梁

伝法大橋

←

淀
川

左岸 右岸

：陸閘閉鎖 淀川大橋右岸陸閘
閉鎖状況

閉鎖中

閉鎖準備中

閉鎖完了

●三大水門等の操作●淀川陸閘の操作

平常時

台風24号潮位ピーク O.P.+2.93m（23:40）

台風21号潮位ピーク O.P.+5.28m（14:36）

福島観測所の水位(淀川大橋左岸直下流)



機密性２情報
国管理河川の水位状況
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河川の出水状況



機密性２情報

熊野川管内図

直轄
管理
区間

直轄管理区間

和歌山県

三重県

成川水位観測所

高岡水位観測所

新宮雨量観測所

鮒田水門

熊野大橋

流域の状況①（新宮川水系熊野川）

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。 11

■水位の状況（成川水位観測所）【10月1日6時時点】

■降雨の状況（新宮雨量観測所）【10月1日6時時点】

しん ぐう がわ くま の がわ

最大時間雨量37ｍｍ
（9月30日 20：00）

累加雨量92ｍｍ
（9月30日21：00）

相野谷川 高岡地先

１０月１日 ０：４０

輪中堤

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

熊野川 船町地先

１０月１日 ０：３０

熊野川

ピーク水位3.87ｍ（10月1日0:30）

■水位の状況（高岡水位観測所）【10月1日6時時点】

輪
中
堤

ピーク水位5.27ｍ（10月1日0：40）

熊野大橋



機密性２情報
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■既往洪水での熊野川（成川水位観測所）における水位

流域の状況①（新宮川水系熊野川）
しん ぐう がわ くま の がわ

平成30年10月1日0:30
ピーク水位 3.87m

計画高水位（8.05m）

氾濫危険水位（7.70m）

避難判断水位（6.80m）

氾濫注意水位（4.50m）

水防団待機水位（2.90m）

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。



機密性２情報
流域の概要②（淀川水系木津川）

■降雨の状況（名張雨量観測所）【１０月１日６時時点】

よどがわ きづがわ

なばり

13

６．５９ｍ（９月３０日２１：４０）

■水位の状況（名張水位観測所） 【１０月１日６時時点】

最大時間雨量１６ｍｍ
（９月３０日 １９：００）

累加雨量６６ｍｍ
（ １０月１日 ２：００）

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

名張川 東町地先

９月３０日２２：００

名張川 新町地先

９月３０日２２：００

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

名張川 東町地先

平常時



機密性２情報

■既往洪水での木津川（名張水位観測所）における水位

水位の概要②（淀川水系木津川）
よどがわ きづがわ

平成30年9月30日21:40
ピーク水位 6.59m

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。
14

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報
流域の概要③（円山川水系円山川）

まるやまがわまるやまがわ

■雨量の状況（豊岡雨量観測所）【１０月１日６時時点】

直轄管理区間

直轄
管理区間

直轄管理区間

豊岡市

兵庫県

立野水位・雨量観測所
たちの

豊岡雨量観測所

宮井水位観測所

7.6k

みやい 18.2k

円山川管内図
■水位の状況（立野水位観測所）【１０月１日６時時点】

ピーク水位５．３０ｍ（１０月１日０：３０）

■水位の状況（宮井水位観測所）【１０月１日６時時点】

ピーク水位４．２１ｍ（９月３０日２２：００）

最大時間雨量１８ｍｍ
（９月３０日 ２２：００）

累加雨量１８３ｍｍ
（ １０月１日３：００）

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

奈佐川 右岸2.4k 栃江橋付近 土のう設置状況

９月３０日２1：３０

奈佐川 左岸2.4k 栃江橋付近 土のう設置状況

９月３０日２２：００

奈佐川 左岸2.4k 栃江橋付近

平常時 15

奈佐川の水位が堤防高さを越える可能性があったため、維持業者により大型土のう約80個を設置(9/30 22:20頃 栃江橋付近)



機密性２情報

■既往洪水での円山川（立野水位観測所）における水位

水位の概要③（円山川水系円山川）

16

水位（ｍ）

まるやまがわまるやまがわ

平成30年10月1日0:30
ピーク水位 5.30m

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報
流域の概要④（由良川水系由良川）

ゆらがわ

ふくちやま

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

36.6k

ゆらがわ

■水位の状況（福知山水位観測所）【１０月１日 ６時時点】

■降雨の状況（音無瀬（福知山）雨量観測所）【１０月１日 ６時時点】

37.5k
51.9k

音無瀬（福知山）雨量観測所

17

直轄管理区間

最大時間雨量４０ｍｍ
（９月３０日 ２１：００）

累加雨量２１６ｍｍ
（ １０月１日４：００）

おとなせ

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

由良川管内図

平常時

←由良川 ←由良川

１０月１日 １：２０

由良川 37.5k

由良川
由良川

由良川 37.5k

由良川36.6k 福知山水位観測所地点由良川36.6k 福知山水位観測所地点

１０月１日 １：２０平常時

ピーク水位５．３１ｍ（１０月１日１：２０）

河守

志高



機密性２情報

■既往洪水での由良川（福知山水位観測所）における水位

水位の概要④ （由良川水系由良川）
ゆらがわ

平成30年10月1日 1:20
ピーク水位 5.31m

18

ゆらがわ

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報
国管理河川の水位状況

19

ホットライン実施状況



機密性２情報
ホットライン 実施状況

・協議会により顔の⾒える関係を築き、避難勧告・指⽰に繋がる
ホットラインを実施。

事務所と市町間で避難判断に繋がる情報連絡を
合計５市町、延べ１７回実施。

－凡例－

事 務 所

ホットライン市町村

事 務 所 管 内 20※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。
紀南河川国道事務所

豊岡河川国道事務所

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞

事務所 実施市町 実施回数

福知山河川国道
４

（福知山市、綾部市、
舞鶴市、宮津市）

１３

豊岡河川国道
１

（豊岡市）
７

木津川上流河川
２

（名張市、宇陀市）
２

紀南河川国道
２

（新宮市、紀宝町）
６

合計 ５ ２８

木津川上流河川事務所

福知山河川国道事務所



機密性２情報

21

河川整備・ダム・排水機場等による効果



機密性２情報

■引堤イメージ図

引堤
河道掘削

ピーク水位 9月30日 21：40
6.59m

名張水位観測所

○名張川黒田地区では、これまで河川整備計画に基づき、河道掘削と樹木伐採を実施。
○このため、今次出水において約0.4mの水位低減効果を発揮したため、避難判断水位以下で流下。
○なお、引き続き、河川整備計画の引堤事業及び河道掘削が完了した場合、今次出水でも氾濫注意水位以
下で流下可能。

これまでの河川整備の効果（淀川水系名張川）

名張川29.0kの断面図

今回最高水位 6.59m

河道掘削により0.4m水位低減

H30.9.30 21：30頃 H30.9.30 21：40頃

名張川改修概要

名張地点事業効果

改修完了後水位 5.8m

避難判断水位

氾濫注意水位

出水ピーク時 名張川名張大橋 出水ピーク時 名張川新町橋

22

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報

○円山川では、平成１６年台風２３号洪水により甚大な被害が発生し、激特事業を実施（Ｈ１６～Ｈ２２）。
○併せて、河川整備計画に基づき、無堤区間の築堤を実施中。
○このため、今次出水において、激特事業の河道掘削により約1mの水位低減効果により築堤高以下に水位を低

減させたことで、下流域において、円山川からの外水による浸水被害を回避。

これまでの河川整備の効果（円山川）

約１m⽔位低減効果

県道

JR

築堤

▽2.50
▽1.65

激特事業後河道での計算⽔位

激特事業前河道での計算⽔位

横断図A（4.4k）

DHWL TP+3.31m

堤内⽔路
県道

▽2.90
▽2.00

約１m⽔位低減効果

激特事業後河道での計算⽔位

激特事業前河道での計算⽔位

激特事業前河道

激特事業後河道 河道掘削

横断図B（5.2k）

築堤

DHWL T.P+3.74m
第1段階 T.P+2.53m

激特事業における河道掘削（円山川 港大橋）

270万m3の河道掘削を実施

河道掘削及び築堤による効果

横断図A

横断図B

平成16年台風23号浸水範囲

※資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報

電源開発（株）
風屋ダム

熊野川流域図

◯熊野川では平成23年9月の紀伊半島大水害を受け、激甚災害対策特別緊急事業を実施。
○また、上流部においても、電源開発（（株）の協力により、利水ダムの暫定運用として、ダム下流域の洪水被害の

軽減を図り、放流量を低減。

電源開発（株）
池原ダム

河道掘削（国）

成川地点

河道掘削（国）
平成24年から河川激
甚災害対策特別緊急事
業（激特事業）により
河道掘削を実施。

新宮市
し ん ぐ う

※成川地点：三重県南牟婁郡紀宝町成川
（熊野川河口から約2.4ｋ）

1.0k

2.0k

3.0k 河道掘削

紀
宝
町

き
ほ
う

0.0k

成川地点

新
宮
市

し
ん
ぐ
う

24

利⽔ダムの暫定運⽤（電源開発）
・池原ダム・⾵屋ダムは、洪⽔調節機能を有していないが、台
⾵による⼤規模出⽔が想定される場合には、ダム下流域の洪⽔
被害の軽減を図るため、危機管理として、貯⽔位を事前に低下
させ空き容量の確保に努め、洪⽔時のダム放流量の低減を図る
ダム運⽤に協⼒。
・本運⽤のあり⽅については、毎年、効果および課題を整理
し、学識者や関係機関の意⾒をふまえ検証。

これまでの河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）
平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報

資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

※１：水位上昇が見込まれたため、放流を実施。

平成30年台風第24号における利水ダムの暫定運用※
【風屋ダム】

※利水ダムの暫定運用
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台風による大規模出水が想定される場合には、ダム下流域の洪

水被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下させ空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低
減を図るダム運用に協力。

・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

※１
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洪水量 1,500 m3/s

常時満水位 30.0 m

予備放流水位 26.0 m

目安水位 24.0 m

貯水位

ダム流下量

流入量

暫定目安水位 23.0 m

設計洪水位 30.6 m
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9/29 9/30 10/1

最大時間雨量
mm/h17

累計雨量

mm143

最大流入量
9/30 23:00 2,375 m3/s 

最大流入時の
ダム流下量 1,478 m3/s

ダムに１，６４０万m3貯留

(京セラドーム約１４杯分)

ダム下流において
最大約897m3/sの流量を低減

これまでの河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）
平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞
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2,380

1,480

900

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報

※１：水位上昇が見込まれたため、放流を実施。

資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

※１

【池原ダム】

※利水ダムの暫定運用
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台風による大規模出水が想定される場合には、ダム下流域の洪

水被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下させ空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低
減を図るダム運用に協力。

・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふまえ検証。

平成30年台風第24号における利水ダムの暫定運用※
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洪水量 1,500 m3/s

常時満水位 35.0 m

予備放流水位 32.5 m

目安水位 29.0 m

貯水位

ダム流下量

流入量

設計洪水位 35.0 m

暫定目安水位② 26.0 m

暫定目安水位① 27.5 m

9/29 9/30 10/1

最大流入量

9/30 21:00 2,679m3/s 

ダムに３，３８０万m3貯留

(京セラドーム約２８杯分)

ダム下流において
最大約1,880m3/sの流量を低減
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累計雨量
mm336

最大時間雨量
mm/h51

最大流入時の

ダム流下量 799 m3/s

これまでの河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）
平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞
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800

1,900

平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報

○風屋ダムでは、暫定運用により、最大流入量を毎秒約９００m3低減。
○池原ダムでは、暫定運用により、最大流入量を毎秒約１，９００m3低減。
○この結果、河道掘削及びダム運用により、熊野川下流 成川地点では約２.５mの水位低下効果があった
と推定。（河道掘削１.４ｍ低減、ダム１.１ｍ低減）

地点 最大流入量 放流量 低減量

風屋ダム 約2,380m3/s 約1, 480m3/s 約900m3/s

池原ダム 約2,680m3/s 約800m3/s 約1,900m3/s

地点 流量 水位

河道掘削無し
ダム暫定運用無し

約10,900m3/s 6.40m

河道掘削無し
ダム暫定運用実施

約8,200m3/s 5.27m

成川地点実績 約8,200m3/s 3.87m

■ダム地点の流量低減量

■成川地点の水位低下量

■成川地点の水位低減効果

※資料中の数値は、速報値であり今後の精査により変更することがあります。

計画高水位 8.05m

※断面を模式的に示しています。

約2.5mの
水位低減効果

河道掘削無し
ダム暫定運用無し
約6.40m

河道掘削無し
ダム暫定運用実施
約5.27m

今回の
最高水位 3.87m

ダムの効果
約１．１ｍ

河道掘削効果
約１．４ｍ

※利水ダムの暫定運用
・池原ダム・風屋ダムは、洪水調節機能を有していないが、台風による大規模出水が想定される場

合には、ダム下流域の洪水被害の軽減を図るため、危機管理として、貯水位を事前に低下させ
空き容量の確保に努め、洪水時のダム放流量の低減を図るダム運用に協力。

・本運用のあり方については、毎年、効果および課題を整理し、学識者や関係機関の意見をふま
え検証。

これまでの河道掘削とダム（風屋ダム・池原ダム）による効果（熊野川）

27
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機密性２情報

さる たに

○台風２４号に伴う豪雨により新宮川上流域では、９月２９日から１０月１日にかけて、流域平均の総雨量が２０３．２mm、
時間最大雨量が４３mm（川迫雨量観測所）となり、猿谷ダムへの約１，０６０m3/s の流入量を記録。
○利水ダムである猿谷ダムでは、約３９０万m3の洪水を貯留し、ダム下流の辻堂地点（五條市大塔町辻堂付近）で熊野
川（十津川）の水位を約０．３ｍ低下させる効果があったと推定。

■台風２４号での猿谷ダムの操作

猿谷ダム 辻堂地点

位置図

こうせ

辻堂地点（猿谷ダムより下流２ｋｍ地点）

ダムで調節しなかった場合の水位
約７．０３ｍ

今回出水の最高水位約６．７４ｍ
水位を約０．３ｍ

低下させる効果が
あったと推定

左岸 右岸
つじどう

つじどう ごじょう

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

ゲート操作開始
１６時４０分

時
間

雨
量

(
m
m
)

累加雨量(mm)

流
量

（
m

3/
s）

9/29
1:00

9/30
0:00

9/29
12:00

10/1
0:00

10/1
12:00

9/30
12:00

ダムで約３９０万m3を貯留
（京セラドーム約３杯分）

最大流入量
9/30 21:19 約1,060m3/s

最大流入時の
ダム流下量約870m3/s

ダム下流において
最大約190m3/sの流量を低減

28

新宮川水系 猿谷ダムによる効果
平成３０年９月台風２４号の概要＜第２報＞



機密性２情報

○台風２４号に伴う豪雨により紀の川上流域では、９月２９日から１０月１日にかけて、流域平均の総雨量が２７４．９mm、時間最大

雨量が７１mm（入之波雨量観測所）となり、大滝ダムへの流入量 約１，８２０m3/s （大滝ダム管理開始以降第４位）を記録。

○大滝ダムでは、約６６０万m3の洪水を貯留し、ダム下流の紀の川の水位を五條地点（五條市新町付近）で約０．９m 、三谷地点

（かつらぎ町三谷付近）では約０．４m低下させる効果があったと推定。

おお たき

大滝ダム

五條地点

大阪府

和歌山県

奈良県

位置図

大台ヶ原雨量観測所

三谷地点

三谷地点（大滝ダムより下流６０km地点）五條地点（大滝ダムより下流４０km地点）

▼今回出水の最高水位 ６．０m

ダムで調節しなかった場合の水位
▼ 約６．９m

水位を約０．９m低下させ

る効果があったと推定

左岸

右岸

▼今回出水の最高水位 ３．２m

ダムで調節しなかった場合の水位
▼ 約３．６m

水位を約０．４m低下させ

る効果があったと推定

左岸
右岸

大滝ダムの防災操作図

流
量

（m
3/
s）

しおのは

ご じょう ご じょう

三谷地点 航空写真

み たに

三谷水位観測所 断面位置

時
間

雨
量

（
m

m
）

累加雨量（mm）

みたに

みたに

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

9/29
2:00

9/30
0:00

9/29
12:00

10/1
0:00

10/1
12:00

9/30
12:00

最大流入量
9/30 20:33 約1,820m3/s 最大流入時の

ダム流下量約1,190m3/s

ダム下流において
最大約630m3/sの流量を低減

ダムで約６６０万m3を貯留
（京セラドーム約５杯分）
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